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【
か

わ
べ

ロ
ゴ

マ
ー

ク
に

つ
い

て
】

子
育

て
世

代
が

、
高

津
川

の
風

情
を

味
わ

い
つ

つ
、

集
う

場
所

。
川

の
三

本
線

は
、

親
子

三
人

づ
れ

も
意

味
し

、
高

津
川

の
ほ

と
り

に
あ

る
（

be）
施

設
で

あ
る

こ
と

を
PO

P
に

表
現

し
ま

し
た

。
日

常
を

楽
し

く
し

、
ま

た
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

非
日

常
で

も
存

在
感

を
持

つ
。

そ
ん

な
場

所
を

目
指

す
”

勢
い

”
も

あ
ら

わ
し

て
い

ま
す

。

皆
が

集
う

賑
や

か
な

日
原

を
９

/1
　

か
わ

べ
グ

ラ
ン

ド
オ

ー
プ

ン
（

日
原

）
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「
か
わ
べ
」
に
つ
い
て

平
成
26
年
１
月
に
事
業
構
想
・
調
査
・
協

議
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
５
年
８
ヵ
月
。
令
和

元
年
９
月
１
日
に
、
日
原
に
ぎ
わ
い
創
出
拠

点
「
か
わ
べ
」
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
施
設

が
オ
ー
プ
ン
し
、
つ
い
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
を
迎
え
ま
し
た
。

事
業
の
着
想
以
前
よ
り
、
地
方
の
高
齢
化

と
過
疎
化
が
進
む
中
、
日
原
中
心
街
に
お
い

て
も
商
店
の
廃
業
や
人
口
減
少
が
進
み
、
地

域
の
地
盤
沈
下
が
著
し
く
、「
こ
の
ま
ま
で
は

地
域
が
消
滅
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
危
機
感

が
叫
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。
や
が
て
そ
の
思

い
を
共
有
し
た
有
志
が
集
い
、
町
が
推
進
す

る
「
空
き
家
対
策
」
と
連
携
し
た
「
日
原
賑

わ
い
創
出
事
業
準
備
会
」
が
、
平
成
26
年
１

月
に
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
、「
日

原
賑
わ
い
創
出
拠
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス

タ
ー
ト
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

長
年
に
渡
っ
て
地
域
・
民
間
事
業
者
・
行

政
と
と
も
に
構
想
を
練
っ
て
き
た
日
原
賑
わ

い
創
出
拠
点
が
、
今
後
は
多
世
代
に
わ
た
る

町
民
の
集
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
町
外
に
も

津
和
野
町
は
も
と
よ
り
日
原
地
域
の
魅
力
、

賑
わ
い
を
発
信
で
き
る
拠
点
と
し
て
、
こ
の

地
で
輝
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
日
原
に
ぎ
わ
い
創
出
拠
点
「
か
わ
べ
」
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
記
念
式
典

９
月
１
日
に
は
、
町
・
議
会
・
工
事
関
係

者
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
日
原
賑
わ
い
創
出
事
業

に
携
わ
ら
れ
て
き
た
多
く
の
関
係
者
の
参
列

の
も
と
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、「
か
わ
べ
」

及
び
日
原
図
書
館
の
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
・
工

事
事
業
者
へ
感
謝
状
の
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

■
こ
れ
か
ら
の
「
か
わ
べ
」

日
原
に
ぎ
わ
い
創
出
拠
点
「
か
わ
べ
」
は
、

令
和
元
年
9
月
1
日
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
こ

は
ら
が
津
和
野
町
か
ら
指
定
管
理
を
受
託

し
、
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
か

わ
べ
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
の

に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
日
原
地
域
が
、
今
よ

り
も
も
っ
と
に
こ
に
こ
と
し
た
笑
顔
の
あ
ふ

れ
る
魅
力
的
な
地
域
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

活
動
が
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

＜これまでの歩み＞
平成２６年　１月～４月　日原賑わい創出事業準備会
平成２６年　６月～平成２７年１２月　津和野町まちなか再生推進協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　日原提言部会
平成２８年　１月～１２月　役場内調整・用地取得・事業申請など
平成２９年　１月～　津和野町日原賑わい創出推進協議会
平成２９年　７月　母屋等竣工
平成３０年　２月　蔵棟竣工
平成３１年　２月　拠点愛称募集実施
平成３１年　３月　拠点愛称が応募総数４０３件の中から「かわべ」に決定
　　　　　　　　　カフェ棟・トイレ棟竣工
平成３１年　４月　ＮＰＯ法人設立準備会　設立
令和　元年　６月　広場・駐車場竣工
令和　元年　７月　１日　新日原図書館オープン、かわべプレオープン
令和　元年　７月　７日　かわべお披露目イベント＆高津川で乾杯 ! ビアガーデン
令和　元年　７月１０日　NPO 法人にこはら　設立認証決定
令和　元年　７月２６日　指定管理審査会
令和　元年　８月　３日　かわべビアガーデンライブ実施
令和　元年　８月　６日　津和野町議会８月臨時会にて指定管理受託承認
令和　元年　９月　１日　かわべグランドオープン、竣工式典
　　　　　　　　　　　　クレープリーいと　オープン
　　　　　　　　　　　　NPO 法人にこはらによる指定管理開始

■「かわべ」の施設
　提言に基づき拠点事業の中心となったのは、「大和屋」として永く親しまれ
ていた春日町・水津家の古民家。母屋部分と蔵部分を改修し、カフェ棟とトイ
レ棟を新築しました。古民家部分は、この地域の伝統的な建築物の構造を活か
しつつ、現代の魅力にも通じる設えを施しており、レンタルスペース、多目的
スペースと事務所機能を有しています。
　また、カフェ棟及びトイレ棟は、古民家と調和し一体感を持たせつつ、デザ
イン性と居心地の良さを追求した造りとなっており、高津川の素晴らしい景観
を楽しみながら一杯のカフェとともにくつろいだ時間を過ごしていただくこ
とができます。
　加えて、町立日原図書館についても、「日原賑わい創出拠点プロジェクト」
の一環として施設の隣接地に移転新築し、木材をふんだんに使用した明るい雰
囲気の施設となっています。

・レンタルスペース　大和屋「母屋」「蔵」、広場、カフェ１階多目的スペース
・カフェ「クレープリーいと」　

日原にぎわい創出拠点「かわべ」☎ 74-1930
■津和野町立日原図書館
　利用時間　９：３０～１８：００
　休館日　毎月月末（ただし、月末日が土日・祝日の場合は、最終金曜日）
　　　　　１２月３０日～１月４日
　蔵書数　約２２，０００冊　　　　　　　  津和野町立日原図書館☎ 74-0355

「かわべ」のコンセプト
①日原地域のにぎわいを創出すること
②「かわべ」から、日原の文化を創造、発信すること
③日原の歴史を学び伝承していくこと

写真は、「かわべお披露目　七夕イベント『ミ

ズベリング』& 高津川で乾杯！ビアガーデン」

の様子（7 月 7 日）

【日原にぎわい創出拠点　かわべ】
〒 699-5221
　島根県鹿足郡津和野町日原 268-1
　電話　0856-74-1930（ケーブル電話可）

　FAX　0856-74-1933
※受付時間：平日９時～ 17 時
メール　info@nichiharakawabe.jp
H　P     nichiharakawabe.jp
　　　利用料など詳細は
　　お問い合わせください
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津和野町応援大使について津和野庁舎 100 周年記念
総務財政課☎ 74-0028商工観光課・教育委員会☎ 72-0652・72-1854

し
、
多
面
的
に
町
の
魅
力
発
信

等
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

帰
郷
で
よ
い
記
念
に
な
っ
た
」
と

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

津
和
野
庁
舎
で
は
、 12
月
ま
で
の

期
間
、 殿
町
通
り
や
津
和
野
駅
周
辺

の
１
０
０
年
前
の
風
景
と
現
在
が

比
較
で
き
る 「
い
ま
む
か
し
プ
チ
写

真
展
」 を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
い
た
だ
き
ご
覧
く
だ
さ
い
。

７
月
27
日
（
土
）
に
津
和
野

町
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し

て
、
津
和
野
町
応
援
大
使
発
足

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

津
和
野
町
応
援
大
使
は
、
町

の
魅
力
紹
介
や
イ
メ
ー
ジ
向
上

を
目
的
に
、
都
内
在
住
の
津
和

野
フ
ァ
ン
の
女
性
３
人
（
清
水

正
子
さ
ん
、渡
辺
ひ
と
美
さ
ん
、

ｋ
ａ
ｏ
ｒ
ｉ
さ
ん
）
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
３
年
の
任
期
の
中

で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
情
報
発

信
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

今
後
は
、
広
い
人
脈
を
生
か

津
和
野
町
役
場
津
和
野
庁
舎

は
、
今
年
で
１
０
０
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
大
正
8
年
に
郡
役
所
と

し
て
建
て
ら
れ
、
昭
和
30
年
か
ら

津
和
野
町
役
場
と
し
て
使
用
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

津
和
野
庁
舎
で
は
１
０
０
周
年

を
記
念
し
、
8
月
期
間
限
定
で
、

夫
婦
や
グ
ル
ー
プ
で
あ
わ
せ
て

１
０
０
歳
で
来
庁
さ
れ
た
方
々
に

記
念
品
を
贈
呈
し
て
お
り
、
18
日

に
は
田
島
悦
子
様
（
萩
市
）、
英

朗
様
（
千
葉
市
）
親
子
が
あ
わ
せ

て
１
０
０
歳
で
来
庁
さ
れ
ま
し

た
。「
家
族
が
増
え
て
初
め
て
の

津和野町応援大使発足式来庁された田島さんご家族※価格は 1 セット（10 枚入り）あたりの税込価格

「
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
に

あ
っ
た
」「
あ
る
製
品
を
使
っ
て

け
が
を
し
て
し
ま
っ
た
」
な
ど

の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず

に
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
３
桁

の
電
話
番
号
で
つ
な
が
る
消
費

者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
☎
１
８
８

（
い
や
や
！
）」
に
ご
相
談
下
さ

い
。
専
門
の
相
談
員
が
ト
ラ
ブ

ル
解
決
を
支
援
し
ま
す
。

令
和
元
年
10
月
1
日
か
ら
、

消
費
税
率
が
8
％
か
ら
10
％
に

改
正
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、

10
月
1
日
以
降
の
ご
み
袋
販
売

価
格
を
下
表
の
と
お
り
変
更
し

ま
す
。

（
大
）
サ
イ
ズ
は
一
枚
当
た

り
の
価
格
が
50
円
か
ら
51
円
へ

上
が
る
た
め
、
販
売
価
格
が
変

更
さ
れ
ま
す
が
、（
小
）
サ
イ

ズ
に
つ
い
て
は
一
枚
当
た
り
の

価
格
が
上
が
ら
な
い
た
め
、
販

売
価
格
の
変
更
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た

税務住民課☎ 74-0059環境生活課☎ 72-0309

総務財政課☎ 74-0028

○行政相談委員による行政相談所

行政相談週間及び行政相談委員のご案内

※
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
し
た
が
っ
て

津
和
野
町
の
郵
便
番
号
を
入

力
す
る
と
、

県
消
費
者
セ

ン
タ
ー
石
見

地
区
相
談
室

等
に
つ
な
が

り
ま
す
。

ら
役
場
環
境
生
活
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
省
の
行
政
相
談
で
は
、
国

の
仕
事
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け

付
け
、
担
当
行
政
機
関
と
は
異
な

る
立
場
か
ら
そ
の
解
決
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
皆
様
の
声
を
行
政

運
営
の
改
善
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

総
務
省
で
は
、
こ
の
行
政
相
談

に
つ
い
て
、
皆
様
に
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ
の
利
用

を
促
進
す
る
た
め
、
毎
年
10
月
に

「
行
政
相
談
週
間
」
を
設
け
て
い

ま
す
。
今
年
の
行
政
相
談
週
間
は
、

10
月
７
日
（
月
）
～
13
日
（
日
）

ま
で
の
一
週
間
で
す
。
ま
た
、
総

務
省
で
は
、
民
間
有
識
者
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
で
あ
る
行
政
相
談
委

員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
行
政
相

談
委
員
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

国
の
行
政
な
ど
へ
の
苦
情
や
意
見
・

要
望
等
を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決

の
た
め
の
助
言
や
関
係
機
関
に
対

す
る
通
知
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

津
和
野
町
で
は
、
行
政
相
談
委

員
が
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
島
根
行
政
監
視
行
政

相
談
セ
ン
タ
ー（
き
く
み
み
島
根
）

　

行
政
監
視
行
政
相
談
課

☎
０
８
５
２
・
21
・
３
６
３
０

日　に　ち 時　　間 場　　　　所 行政相談員

10 月 4 日（金）
10:00 ～
12:00

やまびこ
（保健福祉センター）

長 嶺　雄二

10 月 11 日（金）10:00 ～
12:00

津和野町
福祉センター 中 島　正一

10 月 25 日（金）

泣き寝入りはいやや （☎ 188） 
～消費者ホットライン～

10 月 1 日から町指定ごみ袋の
販売価格が変わります

町指定ごみ袋の販売価格
種類 変更前価格 変更後価格

・もやせるごみ（大）
・容器包装プラスチック（大）
・商品プラスチック（大）
・缶・金属類（大）
・びん・ガラス・陶器類

５００円 ５１０円

・もやせるごみ（小）
・容器包装プラスチック（小）
・商品プラスチック（小）
・缶・金属類（小）

３００円 ３００円
（変更なし）

10 月１日から
町営バスダイヤが

一部変更になります。

《主な変更点》
◆津和野地域 【木部線】
・始発便が変わります。
改正前

（長野発 6:50 ― 共存病院）
改正後

（奥ヶ野発 6:42 ― 共存病院）

つわの暮らし推進課☎ 74-0092

つわの暮らし推進課☎ 74-0092

津
和
野
高
校
は
創
立
１
１
０

周
年
を
迎
え
、
卒
業
生
は
各
方

面
で
活
躍
し
、
今
日
の
地
域
社

会
を
力
強
く
支
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
築
い
て
こ

ら
れ
た
全
て
の
卒
業
生
や
関
係

者
の
方
々
に
心
か
ら
敬
意
を
表

し
ま
す
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
か

ら
津
和
野
高
校
に
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
皆
様
に
感
謝
を
申
し
あ

げ
ま
す
。

高
校
の
魅
力
化

津
和
野
高
校
で
は
、
自
分
た

ち
の
「
や
り
た
い
」
や
「
な
り

た
い
」
を
主
体
的
に
考
え
、
探

究
す
る
取
り
組
み
に
力
を
注
い

で
い
ま
す
。
高
校
生
が
地
域
課

題
を
本
気
で
考
え
解
決
策
を
見

つ
け
る
学
習
や
、
地
域
の
大
人

が
先
生
に
な
っ
て
得
意
分
野
を

生
徒
に
教
え
、
生
徒
が
大
人
か

ら
学
び
、
自
分
の
可
能
性
を
広

げ
る
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
実
践
の
た
め
、
町
が

県
立
の
津
和
野
高
校
に
「
魅
力

化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
配

置
し
、
地
域
の
大
人
と
高
校
生

を
繋
ぎ
、
生
徒
の
自
己
理
解
や

自
己
探
究
の
機
会
を
増
や
し
て

い
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
･
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
実
施

町
全
体
で
町
の
将
来
を
担
う

人
材
を
育
成
す
る
津
和
野
高
校

の
取
り
組
み
を
永
続
的
な
も
の

に
す
る
た
め
、「
ク
ラ
ウ
ド
・

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
に
よ
り
資

金
面
を
強
化
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
集
ま
っ
た
資
金
は
、

津
和
野
高
校
を
軸
と
す
る
教
育

魅
力
化
の
財
源
と
し
て
、
未
来

の
津
和
野
町
に
投
資
さ
せ
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。10
月
に「
ふ

る
さ
と
納
税
」
の
専
用
サ
イ
ト

を
立
ち
上
げ
て
開
始
す
る
予
定

に
し
て
い
ま
す
。
津
和
野
町
の

人
材
育
成
の
た
め
、
多
く
の
方

に
お
声
が
け
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

クラウド・ファンディングを実施します！
～地域と一体となった魅力ある津和野高校のために～

総合的な探究の時間（トークフォークダンス）
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環境生活課☎ 72-0309環境生活課☎ 72-0309
水道メーター検針にご協力を宅地内の漏水点検は定期的に

安
心
・
安
全
な
水
道
検
針
業

務
が
で
き
ま
す
よ
う
、
次
の
こ

と
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

•
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に

は
、
物
を
お
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

•
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に

水
や
泥
が
入
ら
な
い
よ
う

に
、
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

宅
地
内
で
漏
水
が
発
生
す
る

と
、
漏
水
し
た
水
量
分
の
水
道

料
金
・
下
水
道
使
用
料
は
、
原

則
と
し
て
お
客
さ
ま
の
負
担
に

な
り
ま
す
。
定
期
的
に
漏
水
の

点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
漏
水
の
確
認
方
法
】

① 

屋
内
と
屋
外
の
す
べ
て
の

じ
ゃ
口
を
閉
め
る

②
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
（
下
の
イ
ラ
ス
ト
の
丸

印
）
部
分
が
回
転
し
て
い
る

か
確
認
す
る

→ 

じ
ゃ
口
を
閉
め
て
い
て
も

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
転
す
る

場
合
は
、
漏
水
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
お
近
く
の
水
道

•
家
の
増
改
築
等
で
、
水
道

メ
ー
タ
ー
が
屋
内
や
床
下

に
な
る
時
は
、
検
針
容
易
場

所
へ
移
し
ま
し
ょ
う
。

•
犬
は
出
入
口
や
水
道
メ
ー

タ
ー
か
ら
離
れ
た
場
所
に

つ
な
い
で
お
く
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。 

※
検
針
日
程
は
毎
月
７
日
～
14

日
の
間
に
行
い
ま
す
。

業
者
へ
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

【
こ
ん
な
時
は･･･

】

晴
天
な
の
に
道
路
面
が
濡
れ

て
い
た
り
、
い
つ
も
水
気
の
無

い
所
が
濡
れ
て
い
る
な
ど
、
水

道
の
漏
水
と
思
わ
れ
る
と
き

は
、
水
道
管
の
破
損
が
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は
環

境
生
活
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

鮎の竿がけ大物大賞の結果発表
商工観光課☎ 72-0652商工観光課☎ 72-0652

毎
年
恒
例
に
ち
は
ら
鮎
ま
つ

り
花
火
大
会
の
期
間
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
、
鮎
の
竿
が
け
大
物
大

賞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

大
物
大
賞
の
受
賞
者
は
下
記
の

方
と
な
り
ま
し
た
。
短
い
期
間

で
し
た
が
見
事
大
物
を
釣
り
上

げ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!

今
年
の
花
火
大
会
は
、
台
風

10
号
の
本
州
上
陸
に
伴
う
河
川

の
増
水
や
強
風
が
予
測
さ
れ
た

た
め
安
全
第
一
を
優
先
し
、
残

念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
来
年
、
み
な
さ
ま
の
元

津
和
野
町
で
は
、
外
国
人
旅

行
者
の
方
が
各
施
設
の
ト
イ
レ

を
適
切
に
使
え
る
よ
う
に
，
イ

ラ
ス
ト
中
心
の
啓
発
ス
テ
ッ
カ

ー
（
日
本
語
、
英
語
、
韓
国
・

朝
鮮
語
、
中
国
語
（
繁
体
・
簡

体
））
を
作
成
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
各

施
設
を
お
持
ち
の
方
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
観
光
情
報
」
か
ら

自
由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
ご
利
用
い
た
だ
き
、
外
国
人

気
な
姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

◇
受
賞
者

　

１
位　

石
川 

周
二
さ
ん

　

鮎
の
大
き
さ
…
１
６
０
ｇ

観
光
客
の
方
が
ス
ム
ー
ス
に
ト

イ
レ
を
利
用
で
き
る
よ
う
環
境

を
整
え
ま
し
ょ
う
。

津
和
野
町
で
は
、
公
益
財
団

法
人
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
実
施

す
る
骨
髄
又
は
末
梢
血
幹
細
胞

の
提
供
者
と
な
っ
た
方
を
対
象

に
補
助
金
を
交
付
し
、
骨
髄
等

を
提
供
さ
れ
る
方
へ
の
支
援
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
事
業

は
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
の
促
進
も

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者

②
骨
髄
等
を
提
供
し
た
者

③
公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ

ン
ク
が
実
施
す
る
骨
髄
バ

ン
ク
事
業
に
ド
ナ
ー
登
録

を
し
て
い
る
者

④
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
者

【
補
助
金
】

　

１
日
２
万
円

【
補
助
内
容
】

次
の
骨
髄
等
の
提
供
に
係
る

通
院
又
は
入
院
の
合
計
日
数

（
上
限
７
日
間
）

①
健
康
診
断
の
た
め
の
通
院
の

日
数

②
自
己
血
貯
血
の
た
め
の
通
院

の
日
数

③
骨
髄
等
の
採
取
の
た
め
の
入

院
の
日
数

④
そ
の
他
骨
髄
等
の
提
供
に
関

し
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
又
は

健康福祉課☎ 72-0657

医
療
機
関
が
必
要
と
認
め

る
通
院
等
の
日
数

【
補
助
金
の
申
請
方
法
】

骨
髄
等
の
提
供
が
完
了
し
た

日
か
ら
60
日
以
内
に
「
津
和
野

町
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
支
援
事

業
助
成
金
交
付
申
請
書
兼
請
求

書
」
に
、
次
の
書
類
を
添
え
て

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
又
は
医
療

機
関
が
発
行
す
る
骨
髄
等

の
提
供
が
完
了
し
た
こ
と

を
証
す
る
書
類
の
写
し

②
医
療
機
関
が
発
行
す
る
①
の

書
類
を
添
付
す
る
場
合
は
、

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録

を
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
書
類

③
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め

る
書
類

詳
し
く
は
健
康
福
祉
課
（
☎

７
２
・
０
６
５
７
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

骨髄バンクドナー支援事業補助金交付制度をはじめました
外国人向けのトイレの使い方
ステッカーを公開しています

福祉タクシー利用券【後期分】について
健康福祉課☎ 72-0673

る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
種
１

級
・
２
級
所
持
者

②
身
体
障
害
者
手
帳
２
種
１

級
・
２
級
所
持
者
の
う
ち
、

障
が
い
部
位
が
下
肢
、
体
幹

ま
た
は
視
覚
機
能
障
が
い

者
の
方

③
療
育
手
帳
Ａ
の
所
持
者

④
介
護
保
険
に
基
づ
く
要
介
護

４
・
５
の
認
定
者

○
申
請
場
所

・
役
場
本
庁
舎　

総
合
窓
口

・
役
場
津
和
野
庁
舎　

健
康
福

祉
課
福
祉
事
務
所

津
和
野
町
に
居
住
さ
れ
て
い

る
方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
等
に
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
券
を
発
行
し
て
い
ま

す
。
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
は

前
期
・
後
期
そ
れ
ぞ
れ
24
枚

（
1
か
月
4
枚
）
ま
で
発
行
で

き
、
町
内
の
タ
ク
シ
ー
を
利
用

す
る
場
合
に
１
枚
当
り
５
０
０

円
を
助
成
し
ま
す
。

○
申
請
受
付

10
月
1
日
（
火
）
よ
り
受
け

付
け
を
し
ま
す
。
印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

津
和
野
町
に
居
住
さ
れ
て
い

マスコット
キャラクター

＊まごころば＊

　　　　　　
　 

　
　
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間

　
　 

　
　
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間

10
月
10
日
は
　
目
の
愛
護
デ
ー

　

移
植
医
療
は
、
医
療
者
と
患
者
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
第

三
者
の
方
か
ら
の
善
意
に
よ
る
ご
提
供
か
ら
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。

　
「
提
供
し
た
い
」「
提
供
し
た
く
な
い
」
ど
ち
ら
も
一
人
ひ

と
り
の
平
等
で
大
切
な
意
思
で
す
。
大
切
な
意
思
を
表
示
し
、

ご
家
族
で
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
し
ま
ね
ま
ご
こ
ろ
バ
ン
ク

☎
０
８
５
３
・
22
・
２
５
５
６

10
月
は［
　
　
　
　
　
　
　
］
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専
攻
し
、
２
０
１
６
年
か
ら
日
本

語
の
勉
強
の
た
め
名
古
屋
に
あ

る
南
山
大
学
に
１
年
間
留
学
を

し
ま
し
た
。
留
学
先
で
は
、
先
生

と
友
達
の
お
か
げ
で
日
本
語
を

上
達
さ
せ
な
が
ら
、
楽
し
い
毎

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
留
学
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に

終
わ
り
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
に

帰
国
し
て
も
、
日
本
へ
の
興
味
は

無
く
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
時
間

が
経
っ
て
も
、
友
達
と
の
関
係
は

続
き
、
い
つ
か
日
本
に
「
帰
る
」

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
大
学
院
を
卒

業
し
、
そ
の
夢
が
叶
え
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
津
和
野
町
な
ら
で

は
の
生
活
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

は
じ
め
ま
し
て
！
ア
メ
リ
カ
人

が
津
和
野
に
～

こ
ん
に
ち
は
、
私
は
ア
リ
ソ

ン
・
サ
ッ
フ
ェ
ル
と
い
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州

の
出
身
で
、
8
月
か
ら
新
し
く
国

際
交
流
員
と
し
て
津
和
野
町
で

働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
州
は
ア
メ
リ
カ
の
真

ん
中
に
あ
り
、
鹿
し
か
い
な
い
田

舎
で
す
。
今
回
は
、
な
ぜ
ア
メ
リ

カ
出
身
の
私
が
津
和
野
町
に
来

た
の
か
を
お
話
し
ま
す
。

私
が
日
本
に
は
じ
め
て
興
味

を
持
っ
た
の
は
、
11
歳
の
こ
ろ
で

し
た
。
当
時
、
名
探
偵
コ
ナ
ン
が

マ
イ
ブ
ー
ム
で
、
日
本
に
行
き
た

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
17
歳
の
時
、
埼

玉
県
で
行
な
わ
れ
た
ハ
ー
プ
大

会
に
参
加
す
る
た
め
父
と
一
緒

に
２
週
間
日
本
に
滞
在
し
ま
し

た
。
そ
の
時
は
す
ご
く
楽
し
か
っ

た
の
で
す
が
、
自
分
が
英
語
し
か

話
せ
ず
、
世
界
の
広
さ
を
知
ら
な

い
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
０
１
４
年
に
ア

メ
リ
カ
の
大
学
で
国
際
研
究
を

商工観光課☎ 72-0652

CIR（国際交流員）のアリーが出身国の魅力や文化、
身の回りで感じたことを取り上げて紹介します。

アリーの ○ ○ な 話
ま る ま る

今回は作業道開設をする際のお話をしま
す。作業道を開設するにあたって、支障木を
伐った後の根株が通行する際の邪魔になるの
で、取り除く作業をバックホー（※）で行い
ます。根株は地面に写真のような状態で残
り、この根株を抜く作業に結構時間がかかっ
てしまう事があります。

根はタコの足のように広がっており、この根株
を抜くには横に広がった根っこをバックホーの爪
で引っ掛けて切る作業を行います。地面に張り付
いている根を切って周りの土を取り除いた後に根
株の頭をバックホーの爪で引っ張ると簡単に抜け

ます。その際に、横に広がった根の切断が不十分
であれば、バックホーで根株の頭を引っ張った際
にバックホーが浮き上がってしまいます。それを
防ぐために、根がドコにあるのか探すのですが、
広がった根は地面に埋まっているので時間がかか
る事があります。探すコツとしては、根に爪が引
っかかるとメリメリと音がなるのでアタリです。
この音がクセになる音で、根株を抜く作業の楽し
みの一つだと思います。

今後も根株を抜く時は焦らずに根を確実に切っ
てから安全に抜根作業を行いたいと思います。

※バックホー…土砂を掘削するために用いられ
る土木機械。油圧式ショベルが装着されている。

Mail：yamori.tsuwano@gmail.com

ヤモリーズ
note

ヤモリーズ note 地域おこし協力隊林業チーム「津和野
ヤモリーズ」の活動の一部をご紹介！

農林課☎ 72-0653
広報つわの出張版

抜根後の根株 タコ足のような根

年⾦⽣活者⽀援給付⾦制度がはじまります令和元年
10月1日

年⾦⽣活者⽀援給付⾦は、公的年⾦等の収⼊や所得額が⼀定基準額以下の、年⾦受給者
の⽣活を⽀援するために、年⾦に上乗せして⽀給されるものです。
受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務⼿続きは、⽇本年⾦機構（年⾦事

■⽼齢基礎年⾦を受給している⽅ ■障害基礎年⾦・遺族基礎年⾦を
対象となる⽅

受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務⼿続きは、⽇本年⾦機構（年⾦事
務所）が実施します。

■⽼齢基礎年⾦を受給している⽅
以下の要件をすべて満たしている必要があります
 65歳以上である
 世帯員全員が市町村⺠税が非課税となっている
 年⾦収⼊額とその他所得額の合計が約88万円以下である

■障害基礎年⾦・遺族基礎年⾦を
受給している⽅
以下の要件を満たしている必要があります
 前年の所得額が約462万円以下である 年⾦収⼊額とその他所得額の合計が約88万円以下である  前年の所得額が約462万円以下である

請求⼿続き
① 平成31年4月1⽇以前から年⾦を受給している⽅

対象となる⽅には、⽇本年⾦機構から請求⼿続きのご案内が9月上旬から順次届きます。対象となる⽅には、⽇本年⾦機構から請求⼿続きのご案内が9月上旬から順次届きます。
同封のはがき（年⾦⽣活者⽀援給付⾦請求書）を記⼊し提出してください。

② 平成31年4月2⽇以降に年⾦を受給しはじめた⽅
年⾦の請求⼿続きと併せて年⾦事務所または市区町村で請求⼿続きをしてください。

請求手続きは
お早めに！

 年⾦⽣活者⽀援給付⾦のご請求でお困りになったときには、お電話ください。
 ⽇本年⾦機構や厚⽣労働省から、⼝座番号をお聞きしたり、⼿数料などの⾦銭を求めることはありません。

⽇本年⾦機構や厚⽣労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。

 年⾦⽣活者⽀援給付⾦のご請求でお困りになったときには、お電話ください。
『給付⾦専⽤ダイヤル』：０５７０－０５－４０９２（ナビダイヤル） 年⾦給付⾦ 検索

インディアナ州はここ！

国民年金の届出・手続きは必ず行ってください
健康福祉課☎ 72-0651
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。
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広報つわの 2019 年 9 月 17 日発行

町からのお知らせ

８月１日（木）ＳＬやまぐち号40周年お出迎え
８月4日（日）浜田港寄港『コスタ・ネオロマンチカ』お出迎え
8月 14日（水）安野光雅美術館で鑑賞

つわみん活動日記

つわみんへ出演依頼などができます。詳しくは担当課までお問合せください。【お問合せ先】商工観光課 ☎ 72-0652

つわみんがマンホールカードになったんよ！
津和野町観光協会（桑原史成写真館内）で９
時～ 17 時の間、無料で配布しとるんよ。
ぶち欲しいけど 1 人 1 枚の手渡し配布じゃけ
え、よろしくね♪みんな、待っとるよ！

Tsuwano T-space　ニュースライン
東京で津和野を PR！津和野町東京事務所ではこんな活動をしています！

【お問合せ先】津和野町東京事務所（T-space）　☎ 03-5615-8358
　　　　 　　http://tsuwano-tokyo.net/

10 月以降イベント（予定）
10 月 12 ～ 13 日　根津・千駄木下町まつり＠根津神社
10 月 12 ～ 13 日　鴎外マルクト＠文京区立森鴎外記念館
10 月 13 日　文京えほんパークレット＠文京区小石川エリア
10 月 20 日　小石川マルシェ＠文京区小石川エリア
10 月 26 日　津和野高校同窓会東京支部 総会・同窓の集い
　　　　　　＠四ツ谷主婦会館プラザエフ
11 月 15 ～ 16 日　文京博覧会 2019 ＠文京シビックセンター
11 月 16 日　文京シビックホール開館 20 周年記念 石見神楽
11 月 17 日　日本三大芋煮まつり＠文京区教育の森公園

津和野町東京事務所のある文京区は都心にありながら町会
の繋がりがとても強く、地域のお祭りやイベントが多く開催
され、津和野町も出店する機会が増えてきています。出店す
ると、津和野はもちろん、島根や山口県出身の方も立ち寄り、
懐かしい様子でお買い物をしてくれます。

ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！

悪天候による度重なる日程変更にもかかわら
ず、3日間ともに多くの保護者の方や地域の方々
に来ていただきました。そのような皆様方の支え
があるからこそ、今のツコウが成り立っているこ
とを実感いたしました。これからも津和野高校を
よろしくお願いします。

鍛錬行事11月1日（金）～2日（土）開催します！
11月2日（土）に萩から津和野までの約47.5

キロを歩く、津和野高校恒例の「鍛錬行事」を開
催します！今年も応援よろしくお願いします！

ツコウの情報を『津和野高校ホー
　ムページ』にて発信しております

→http://tsuwano.ed.jp/

ツコウ祭へのご参加・ご協力ありがとうございま
した！

８月31日（土）、9月1日（日）、9月３日
（火）の３日間、「笑顔満祭」というスローガン
のもと、令和元年度津和野高校学園祭が開催され
ました。特に文化祭においては、今年度は生徒中
心となって企画を進めました。例年行われている
「合唱コンクール」などに加え、生徒によるワー
クショップや、中庭「対青苑」での有志発表、模
擬店など新たな企画も加わり、新たな風が入った
文化祭となりました。

体育祭は2日順延になりましたが、赤・青・黄
の各分団が競いながらも、最後は3分団合同で体
育館に集まって1日を振り返り、全校で団結する
ことができました。実りの多い3日間になりまし
た。

中等部津和野教室 夏期講習  〜特別講座〜
８月21日（水）、立教大学からのインターン

（職場体験）生、清水さんによる「地域活性化に
必要なものは？」をテーマにした特別授業が行わ
れました。

講座では特定の地域に関わる人を３つのカテゴリ
ーに分けた、定住人口（住んでいる人）・交流人口
（旅行客）・関係人口（その地域に強い関わりのあ
る人）について学びました。地域活性化のキーとな
るのが３つ目の「関係人口」で、言い換えれば「そ
の地域のファン」。その地域の人との繋がりや思い
出を持つ外部の人が増えることが地域活性化に繋が
るとのことでした。

最後に清水さんより「津和野には移住者が多
い。外からの視点で見た津和野の良いところを是
非聞いてみて」とのメッセージをもらい、生徒た
ちからは「高校進学で津和野を出るので、これか
らもっと津和野の魅力に気づけると思う」「津和

野に住むことのメリットを知り、移住してくれる
人が増えるといい」などの感想が出ました。

生徒たちが外から見た津和野の姿や、故郷と自
分との関わりについて考察することができる貴重
な機会となりました！

町営英語塾HAN-KOHに関する
情報はwebでご覧ください！

→http://hankoh-tsuwano.com/
→https://www.facebook.com/
HANKOH2014/

H
ハ ン コ ー

AN-KOH だ よ り

清水さんによる特別授業の様子
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略字表記について

各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。

■行政相談
総務財政課･････････☎74-0028
■交通事故相談　島根県交通
事故相談所･☎0852-22-5102

■無料人権相談
税務住民課･････････☎74-0059
■健康相談 , 育児相談 , 乳児・

幼児健診 , ケアサロン , 手
話生活相談 , 心の相談 , ひ
とり親巡回就業相談

健康福祉課･････････☎72-0657
　　　　　･････････☎72-0673
■心配ごと相談（各地区含む）,

無料法律相談
　　　　　　　社会福祉協議会
津和野支所･･･････☎72-1494

■明るい生活相談
　　　　　　　社会福祉協議会
本所日原支所･････☎74-1617

■パソコン教室 , キッズえい
かいわ，ヨガ教室，水彩画
教室，フラダンス

日原中央公民館･････☎74-0302
■ 3Ｂ体操,，水彩画教室
津和野町民センター･☎72-2070
■キラキラ体操教室，元気

アップ教室，フォロー教室
　地域包括支援センター

	 ☎72-0683
■いきいきフィットネス , 水

墨画教室・ぴよぴよサロン
青原公民館･････････☎75-0039
■断酒会　断酒会鹿足支部
	 ☎090-9061-8012

※１ 地域運動推進員サロン活
動・研修会

※２ ひまわりクラブ
※３ 家庭のあり方を見つめなお

し、家族でふれあう時間を作
るために設けられた日

主な行事のお問合せ先

町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです

国民健康保険税…第７期
後期高齢者医療保険料
・・・・・・・第 ７ 期
介護保険料・・第 ７ 期
町県民税・・・第 ３ 期

金 -Friday-木 -Thursday-水 -Wednesday- 土 -Saturday-

納期限 10 月 31 日

火 -Tuesday-月 -Monday-日 -Sunday-

日原中央公民館中央 山セ 山村開発センター
町セ 津和野町民センター

福セ 津和野町福祉センター
やま 保健福祉センターやまびこ日原公民館日公 津和野温泉なごみの里

シルクウェイにちはら
なごみ
シルク
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◎畑迫 HBG 体操クラブ※１

（畑迫公民館 /10:00~11:30）

◎３B 体操
（まちせ /13:30~）

◎日原地区民運動会
（日原体育館 /9:00~12:00）

◎日本三大芋煮つわの～芋煮と
地酒の会～

（殿町通・本町通り /11:00~）
◎石見神楽公演（須子社中）
（なごみ /11:00~,14:00~）

◎ SL 運行日
（JR 津和野駅 /12:59 着、15:45 発）

◎しまね家庭の日※ 3

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎若者なんでも相談会
（やまび /10:30~12:00）
（まちせ /13:30~15:00）

◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)
◎肺がん検診（日原地域巡回）

◎映画「高津川」試写会
（旧左鐙小学校体育館 / 上映
① 10:00 ② 13:00 ③ 15:30
④ 18:00）

◎ SL 運行日
（JR 津和野駅 /12:59 着、15:45 発）

◎ SL 運行日
（JR 津和野駅 /12:59 着、15:45 発）

◎３B 体操
（まちせ /13:30~）

◎育児・栄養相談
（日原保育園 /10:00~11:30）

◎小川はつらつクラブ※１

（小川公民館 /14:00~15:30）

◎第 124 回輪読鷗外
（森鷗外記念館 /10:00~11:00）

◎石見神楽公演（長福千原座）
（なごみ /11:00~,14:00~）

◎ SL 運行日
（JR津和野駅/12:59着、15:45発）

◎文化講演会
（森鷗外記念館 /14:00~15:40）

 　　 ◎元気アップ教室
　    （左鐙公民館 /9:30~13:00）

◎つわのオレンジカフェほっと
（社協津和野支所 /10:00~12:00）

◎育児 ・栄養相談 （まちせ /10:00~11:30）
◎パソコン教室（日原公 /10:00~12:00）
◎名賀のぞみクラブ※１

 （名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）
◎キラキラ体操教室
（池河公民館 /10:30~11:30）
（須川公民館 /13:30~14:30）

◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)
◎音読会 (津和野図書館/14:00~15:00）

◎滝元枕瀬公民館まつり
（プラサ枕瀬 /10:00~）

◎ SL 運行日
（JR 津和野駅 /12:59 着、15:45 発）

　　  ◎元気アップ教室
　    （青原公民館 /9:30~13:00）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:30~11:30）
（小川公民館 /13:30~14:30）

◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)
◎音読会
（津和野図書館 /14:00~15:00）

◎ハングル教室
（日原公 /19:30~21:00）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎ハングル教室
（日原公 /19:30~21:00）

26252423

30 31

19181716
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◎ SL 運行日
（JR 津和野駅 /12:59 着、15:45 発）

◎元気アップ教室
（プラサ枕瀬 /9:30~13:00）

◎行政相談・心配ごと相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※２

（まちせ /13:00~）
◎ヨガ教室
（プラサ枕瀬 /19:30~20:30）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎 /9:00~12:00,13:00~16:00）

◎元気アップ教室
 （畑迫公民館 /9:30~13:00）

◎ワーク　WORK　相談
（障害者福祉センター/10:00~16:00）

◎りんご湯（露天風呂にて）
（なごみ /10:00~21:00）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /14:30~16:00）

◎健康まつり・ふれあいまつり
（津和野体育館 /9:30~15:00）

◎ SL 運行日
（JR 津和野駅 /12:59 着、15:45 発）

◎人権相談・明るい生活相談
（やまび /10:00~12:00）

◎無料法律相談
（やまび /13:00~16:00）

◎いきいき百歳体操※２

（まちせ /13:00~）
◎囲碁クラブ
（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）

◎肺がん検診（津和野地域巡回）

◎ぴよぴよサロン
（青原公民館 /9:30~13:00）

◎ぴょんぴょん教室
（日原保育園 /9:45~11:15）

◎リハビリ恋・来い・鯉クラブ※１

（まちせ /10:00~11:30）
◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /13:30~15:00）

◎肺がん検診（津和野地域巡回）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

　　  ◎交通事故相談（浜田合同庁舎  
　　/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎桑の葉湯（露天風呂にて）
（なごみ /10:00~21:00）

◎すみれ会※１

（小瀬会館 /13:30~15:00）
◎かんがるー教室
（日原保育園 /13:30~15:30）

◎水彩画教室
 （まちせ /13:30~,19:00~）

◎かけ橋の会（まちせ /14:00~16:00）
◎断酒会
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎肺がん検診（日原地域巡回）

◎月いちボランティア
（キヌヤ駐車場 /8:00~9:00）

◎第 6 回津和野町駅伝競走大会
( 木部公民館・役場津和野庁
舎出発 /12:30~)

◎ SL 運行日
（JR 津和野駅 /12:59 着、15:45 発）

◎将棋 ~ ３月のライオンズクラブ ~
（プラサ枕瀬 /13:00~18:00）

◎水彩画教室
（日原公 /9:30~11:30）

◎つわのオレンジカフェほっと
（やまび /13:00~15:00）

◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /14:00~15:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

　　  ◎交通事故相談（浜田合同庁舎  
　　/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎にこにこ会※１ 
（プラサ枕瀬 /10:00~11:30）

◎フォロー教室※１

（池河公民館 /10:00~11:30）
◎りんご湯（露天風呂にて）
（なごみ /10:00~21:00）

◎乳児健診
（まちせ / 午後）

◎遺言・後見相談（ふくせ/13:00~16:00）
◎手話生活相談
（役場本庁舎 /14:30~16:00）

◎断酒会（まちせ /19:00~21:00）

◎ SL 運行日
（JR 津和野駅 /12:59 着、15:45 発）

◎水墨画教室
（青原公民館 /9:30~11:30）

◎人権相談・明るい生活相談
（やまび /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※２

（まちせ /13:00~）
◎囲碁クラブ
（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）

◎キラキラ体操教室
（まちせ /10:30~11:30）
（木部公民館 /13:30~14:30）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /13:30~15:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎 /9:00~12:00,13:00~16:00）

◎桑の葉湯（露天風呂にて）
（なごみ /10:00~21:00）

◎水彩画教室
（まちせ /13:30~,19:00~）

◎桑の葉湯（露天風呂にて）
（なごみ /10:00~21:00）

◎離乳食教室
（やまび /9:30~11:30）

◎元気会※１（やまび /10:00~11:30）
◎行政相談・人権相談
　心配ごと相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※２

（まちせ /13:00~）
◎史談会（まちせ /13:30~）
◎ヨガ教室
（プラサ枕瀬 /19:30~20:30）

◎交通事故巡回相談（要予約）
（益田市役所 /9:00~15:00）

◎水彩画教室
（日原公 /9:30~11:30）

◎いきいきフィットネス
（青原公民館 /10:30~11:30）

◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /14:00~15:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎幼児健診
（障害者福祉センター / 午後）

◎津和野図書館休館日
◎日原図書館休館日
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎さくら会※１

（須川公民館 /10:00~11:30）
◎なかよし体操中座※１

（中座会館 /10:00~11:30)
◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（やまび /13:30~14:30）

◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)
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